五木寛之がみたブータン王国
『21世紀　仏教への旅　ブータン編』講談社より　

・目に見えないけれども､はっきりと一つの世界が存在する実感

・文明国ほど､目に見えないものへの関心は薄い｡しかし､いま世界は近代文明の行きつく先に、大きな不安を抱えているかのようだ｡そこに見えない世界への､見えない願望と希求が次第に頭をもたげはじめているのではないか。
・人間も動物も植物もすべての命を大切にするという気風がいきわたっている国､命をいつくしむという精神が自然に共有されていると思わずにいられなかった（P177）
第1章 風の国へ
ヒマラヤ山中の国；　　ブータンに呼ばれて；
･ダルシン(祈願旗､経文旗)､ルンタ(風の馬の意｡四角くオムツの様)
風という自然の力によって､たえまなく祈りを捧げている国

・国名はドゥック・ユル、面積は九州の1.1倍、
人口は60万人⇒65万人(2005年調査)､主食は赤米

タイのバンコク空港で乗り継ぎ、インドのコルカタ(カルカッタ)経由でパロ空港へ。日本との時差は３時間

・長い間鎖国状態、観光客を受け入れるようになって約30年

旅立つ前の、二つの目標；
高山病の対処法；ターミナルの室内装飾すべてがブータン様式の独特のデザインだった｡

係員―男性は｢ゴ｣、女性は｢キラ｣の衣装で。

呼吸法の元祖はブッダ､アーナンダが継承－「アナパーナ・サティ・スートラ」、中国では「大安般守意経」｡呼吸を感じつつ呼吸する

妻問い婚と一夫多妻制、一妻多夫制－国王は夫人が4人

くねる山道と近代化；
昼間の犬と夜の犬；
異国のなつかしい風景；―自分のふるさとに帰ったような奇妙ななつかしさと心が落ち着く安らぎ－そびえたつ緑の山と谷間を流れる急流、棚田など

マツタケ三昧；－マツタケ･ビジネスの報道
開国による変化の波；1959年中国がチベット併合｡1970年代にシッキム王国インドに併合－ネパール系移民が流れ込み､人口の過半数を越え､反政府運動｡1970年前後に開国。1980年代には国際化｡1986年に日本は国交樹立｡1999年インターネット解禁｡ネットカフェ｡携帯電話､テレビ､ビリヤード､バー､ティンプーには1軒だが映画館

2008年初頭に憲法発布｡文面はインターネットで公開｡
環境と命を守る；ブータンでは山の木を1本切るのにも､許可が必要｡

憲法草案には国土の60％を森林として保持する､という条文が含まれている｡パロ空港の建造物がすべて木造だった｡鉄筋コンクリートのビルがほとんどない。新築時に伝統的な建築様式を守るという細かい規定有り｡主要産業の一つとしてインドに電力輸出することで経済的自立
仏教－「あらゆる生き物の命を大切にする」

キリスト教-｢人間だけが神に選ばれた特別な存在。あらゆるものは人間の生活を豊かにするためにつくられている｣⇔これ以上自然を破壊すると人間の生活そのものが成り立たなくなってしまうから●●してはいけないと結論付ける．
21世紀に入り､ますます深刻化する環境問題はこの仏教思想でなければ､解決できないのではないか｡

第2章 チベット密教の化身
密教への違和感；
2500年前に仏教→チベット→ブータン（極彩色の世界､呪術的）

7世紀前半に仏教伝来

13世紀前半にチベット仏教の一派カーギュ派の中のドゥック派伝来

ニンマ派(古派)―信者数が一番多い－も布教｡グル・リンポチェ
17世紀にドゥック派の高僧ンガワン・ナムゲルがチベット王との関係悪化でブータンに亡命したため､ブータンで宗教的統一と政教一体制国家となる。国の最高権威者の座にはンガワン・ナムゲルの歴代化身が就くことになる。チベット文化圏では唯一仏教を国教とする独立国家
一時内紛　　21世紀初め、世襲王政

初代 ウゲン・ワンチュック王

ジグミ・シンゲ・ワンチュク王－1972年ＧＮＨ､国民葬幸福量を提唱

3代　ジグメ・ドルジ・ワンチュック王－門戸解放､近代化

4代　ジグメ・センゲ・ワンチュック王－1979年20代でインドを旅行中にインドのジャーナリストからＧＮＰを聞かれて､｢われわれはＧＮＰには関心がない｡大事なのはＧＮＨだ｣「GNHはGNPより重要」と答えた
5代 ジグメ・ケサル・ワンチュック王(2006.12月即位)
「第二の仏」;歓喜仏と日本の仏の神々しさとの違い、

「化身」とはなにか？；活仏｡化身とは生まれ代わりのこと｡輪廻転生｡六道輪廻｡-
化身への篤い信仰；
法要と小鳥たち；ニルマン僧院とタムシン・ラカン－セレモニーに厳粛さが足りないような気がした｡スズメが飛び交う姿｡満ち足りた表情｡朝夕祈りを捧げ､戒を守り､僧侶に布施をし､村に困っている人がいれば助け合い､善行をつみながら生きていくのだろう｡そうした暮らしに彼らが満足していることは､その幸せそうな顔がはっきり物語っている｡
化身の母の思い；ファミリーネームがない｡｢化身認定委員会｣
寄宿生活の少年僧たち；僧侶は妻帯しない。師と弟子の濃密な信頼関係｡トルマという祭祀の道具。仏教は総合文化－美術､音楽､造形､作法､科学｡規則正しい生活｡

かつての城郭、ゾン；
マニ車の祈り；都会よりも農村地帯のほうがはるかに生活が豊か｡

ある農家の仏壇；違和感。極彩色があふれている｡本尊に当たるものは金色のグル・リンポチェの像。他に祭られているものは沢山｡

この世界のいたるところに、目には見えないこうした鬼神や精霊が宿っていると考えている。アニミズム的信仰により注意と供物

墓を持たない理由；位牌がない｡輪廻転生を信じ先祖供養をしない｡

亡くなって49日後によりよい人生をスタートさせることを祈る｡鳥葬も｡

現在は火葬後遺灰を聖地にまくことが多い｡一部は泥細工にされ､やがて自然に帰る｡五体投地をして祈る｡「まず､仏・法・僧のために祈る。そして、自分のためだけに祈るのではなく、生きとし生けるものすべてのために祈る」。仏間に仏壇があり、家族全員が集まって毎日欠かさず祈りを捧げている｡化身の写真も多数貼られていた。少々興ざめ
高僧が語る慈悲；「どうして人を殺してはいけないのか？」→仏教では｢命をうばう｣ということは大罪の一つ｡人間の生活は愛と慈悲と幸福で成り立っている｡
第3章 ブータン仏教の幸福
ブータンと日本の関係；観光客にはライセンスを持ったガイドがつきそう。中尾佐助－1958年単身入国、照葉樹林文化論を提唱。桑原武夫－1969年入国。西岡京治（けいじ）1964年に農業指導｡以来28年間暮らし､農業の振興に努めた｡国王より「ダショー」の称号授与
似ているようで対照的；インドで始まった仏教の源流を受継ぐ仏教→チベット仏教､ブータン仏教

インドではヒンドゥー教とイスラム教勢力が伸び、仏教が滅びた｡

南伝仏教－上座部仏教（小乗仏教）－ミャンマー､タイ､スリランカ

北伝仏教－①中国、朝鮮半島、日本　 ②チベット､ブータン
ブータンのオリジナルモデルで近代化､日本は西洋主導型

日本が失ったもの；ブータン研究所所長カルマ・ウラ氏の話（オックスフォード大学留学､社会学）、2004年５月から約６ヶ月にわたって来日､研究の経験がある。「究極的には相手を通して自分を発見する旅」
日本の公の場における人間関係に厳しい制約を感じたという｡日本人の行動パターンは非常に自制がきいている｡見えない規制が社会にあり、それにしたがっている人が多い｡→日本の年空間がコンクリートの多用と自然を規制していることに驚いた。→経済大国をつくるという一点からでてきているという結論に達した｡
太平洋戦争後→①近代化、先進諸国のメンバー、世界に冠たる経済大国になろうという目標を短期間で達成してしまった。頂上に立つというただ一つの目的のために日本人は個人が努力しただけではなく、いわば兵隊としての組織を作った｡その中では個人がこころの安らぎを求めるとか､個人が幸福を追求することが､むずかしい状況なのでは｡
日本は成功し､発展してきました｡しかし､そのあいだには失ってきたものもありました｡それは個人の充足感であり､あるいは自然であり､あるいは他の人たちとの人間関係だったのではないでしょうか｡これらを犠牲にして､そのうえに築いた発展だったのではないでしょうか」

コンピュータのハードとソフトの関係｡「目に見えないものの価値や目に見えない世界というものを見失ってきたのではないか｡」
・そのために､いま大きな壁にぶつかっているのではないか｡

仏教にかぎらず､宗教というものは目に見えないものを大切にする､あるいは重視する､という価値観を持っているのだ｡だからこそ､宗教には､目に見える世界で担うべき役割があるのではないか｡

そんなにあくせくしなくていいよ｡思いつめなくてもいいよというゆるやかな感覚｡それを肌で感じ､気が安らいだ｡

死の本質をめぐって；・

カルマ・ウラ氏は統計資料より､①日本の国民総生産(GNP)の高さ　②日本人の寿命の長さ　に驚く｡

「クオリティ・オブ・ライフ」＝「生の質」と

「クオリティ・オブ・デス」 ＝「死の質」
五木氏は自殺率、凶悪事件、親による子ども虐待　などを心配

カルマ・ウラ氏も｢自分の命を大切に思えないから自分を殺し､他人も殺す｡自殺も他殺も本質的には全く同じこと｡自分を尊敬できない､自分を大切に思えないから自分の命も簡単に捨てられるし､他の人の命も奪えるのでしょう｣という見解｡
思いつめずに人と仲良くやっていくこと自体すでに、大きな達成なのだ｡もっと気を楽に持つ｡というのが一つの対処法だと思う。
つながりから幸福へ；二つの仏教思想にもとづいた暮らし

①縁起―「関係性、つながり、相互依存」。すべてのものは相関関係にある｡すべての生き物､すべての現象はお互いに依存しあい､関連しあっていま､ここにある｡すべての人がなんらかの形でそう「感じている」｡すべてのものが相関関係にある｡自分の存在は他者との存在との関係性のなかにある｡すべてはかかわりあい、つながっている｡こうした認識に立てば､自分だけの幸福を追求することは意味がない、ということに気づくだろう。
個人的見解－仏教のもっとも本質的なもの。一番大切なのは｢個人｣ではなくて「関係」｡関係ということなしに､個人は存在しえない｡個人より先に関係がある｡すべての現象は相互に関連して起こる｡幸福ということも個人だけではありえない｡他者との関係のなかでしか個人は幸福にはなれない｡一部の人びとが不幸な状態にあるときに､自分が幸福だということはありえない。他人の不幸を置き去りにして､自分の幸福を追求することは､非常に大きな負債を伴うことになるでしょう｡
大切なのは人間関係の改善を図ることですが､それは､個人が自分の行動を変えることによって実現できる｡なぜなら､ひとりの行動はそれだけでは終わらず､必ず他とつながって影響しあっていくからです｡

逆にいえば､ひとりの行動を変えることの価値はたいへん大きなものだということです｡本当の意味での進歩とはそういうことであり､関係の改善を図らない進歩はまちがった進歩だと私は思います。
ブータンではさらに上のレベルの進歩を目標にしている｡
つながりのなかにある個人が幸福であることが､はっきり見えるような進歩だという｡そのとき､人間関係のよしあしが社会の進歩を測る指数になる、と彼は強調する。

「縁起」という概念が関係性の改善をめざすことによって､現代にこそふさわしいものの見方に転じるのである｡しかも､それが､従来の西欧主導型モデルを超えるものとして」位置づけられている｡

これはかなり進歩的なとらえかただといえるだろう｡　「縁起がいい」

②業（ごう）－本来の意味は「行為」。農業､工業､…の｢業（ぎょう）｣｡自分がよい行為をすればそれは必ず果報として返ってくる｡逆に悪いことをすれば､破壊的な結果がでてくる、ということだ｡善因善果
他力の広がり；「他力」－浄土教の阿弥陀信仰のなかから生まれた言葉｡いっさいの衆生を救おうとする､阿弥陀仏が立てた本願というものがあり､その阿弥陀仏の本願にすべてをゆだねること｡

己のはからいを超えた力であり､大いなる流れのこと｡「他力」は「自力」の反対を意味するものではない｡自分で意識して求めるものでもない｡求めると求めないとに関わらず､知らないうちに私たちの存在を包み込んでいる力。天地自然､この宇宙の空間と時間をつらぬく大きなエネルギーがあることを実感する｡そのエネルギーの中に生きている
「他力」と「縁起」と「ホリスティックな(全体的な)人間関係」
「国民総幸福量」という考えかた；Gross National Happiness, GNHまたは国民総幸福感とは、1972年に、ブータン第4代国王ジグミ・シンゲ・ワンチュクが提唱した「国民全体の幸福度」を示す”尺度”。国民総生産 (Gross National Product, GNP) で示されるような、金銭的・物質的豊かさを目指すのではなく、精神的な豊かさ、つまり｢幸福｣を目指すべきだとする考えから生まれたもの。現在、ブータン政府は国民総幸福量の増加を政策の中心としている。政府が具体的な政策を実施し､その成果を客観的に判断するための基準にするのが主な用途で、1990年代からの急速な国際化に伴って、ブータンで当たり前であった価値観を改めてシステム化する必要があったという。
2007年に初めて行われたブータン政府による国政調査では「あなたは今幸せか」という問いに対し9割が「幸福」と回答した
2年ごとに聞き取り調査を実施し、人口67万人のうち、合計72項目の指標に1人あたり5時間の面談を行い、8000人のデータを集める。これを数値化して、歴年変化や地域ごとの特徴、年齢層の違いを把握する。GDPが個人消費や設備投資から成り立つように、GNHは①心理的幸福 ②健康 ③教育 ④文化 ⑤環境 ⑥コミュニティー⑦良い統治 ⑧生活水準 ⑨自分の時間の使い方の9つの構成要素がある。
・GDPで計測できない項目の代表例として、心理的幸福が挙げられる。この場合は正・負の感情（正の感情が①寛容、②満足、③慈愛、負の感情が①怒り、②不満、③嫉妬）を心に抱いた頻度を地域別に聞き、国民の感情を示す地図を作るという。どの地域のどんな立場の人が怒っているか、慈愛に満ちているのか、一目でわかる目に見えない指標｡　　　　　　　　　　　　　　　　↑http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E6%B0%91%E7%B7%8F%E5%B9%B8%E7%A6%8F%E9%87%8F(wikipedia)
・以下はブータン国立研究所所長である、カルマ・ウラ氏談｡

「経済成長率が高い国や医療が高度な国、消費や所得が多い国の人々は本当に幸せだろうか。先進国でうつ病に悩む人が多いのはなぜか。地球環境を破壊しながら成長を遂げて、豊かな社会は訪れるのか。他者とのつながり、自由な時間、自然とのふれあいは人間が安心して暮らす中で欠かせない要素だ。金融危機の中、関心が一段と高まり、GNHの考えに基づく政策が欧米では浸透しつつある。GDPの巨大な幻想に気づく時が来ているのではないか」
・経済発展を放棄しているわけではない。
・人間は誰もがなにが自分にとっての幸福か､ということをつねに選択しながら生きている｡「宗教としての仏教」「社会科学としての仏教」
第4章 日々の祈り
街のなかの祈り；チャンガンカ・ラカンという古刹にかなり強い雨の日でもたくさんの人びとが参拝｡一人の男性は彼も家族も全員毎日1日1回はお参りにくるという｡マニ車を回す｡祈りの内容は｢亡くなった人たちがよりよい環境に生まれ変わり､苦しみがなくなりますように｣
なんのために祈るのか；小学生らしい女の子と男の子「(祀られている方はわからないけど)毎日ここにお参りに来ます」｡看護婦実習生の若い女性二人｢亡くなった人たちがよりよい環境に生まれ変わるように､いまの世の中から障害や祟りなどの悪いことがなくなるように｣と祈る｡

寺－ブータン→村落や共同体の一部､信仰の場｡日本→観光では?

ダルシンが朽ちても；サンゲ・ガン(仏の丘)のダルシン
最古の寺の風情；チュ・ラカンにて寺の近くに住んでいる女性の話｢私にできるのは祈ることだけ｡死ねばもう一回生まれ変わる､ということはわかっています｡…輪廻転生を信じているせいか､死を冷静に受け止め､恐れをあまり感じていない｡｣死は次の生のはじまり｡
殺せない理由；輪廻転生､互いの命を大切にしよう｡
生まれ変わりと農業；｢命を大切にする｣－不殺生につながる仏教の根幹の教え｡農業国だからではないか？80％が農民｡農業共同体､惣村､講（こう）。一つの種がくり返し生まれ変わり姿を変えながら持続してく｡因果論や輪廻転生という考え方がブータンの人びとに信じられてきたのは､彼らがそこに農業のありかたに通じるものを感じたからではないか｡農業共同体ではひとりだけ孤立しては生きられない｡自分のみの幸福を追求することはできない｡ひとりの幸福は必ず全員の幸福に結びつかなければならない｡こうした素朴な農民の感覚と、命がくり返し生まれ変わるということ､永遠につづく命というものへの実感…
うしろ髪を引かれる思い；インド､韓国､中国などと違い､これまでに尋ねたところで感じなかったうしろ髪を引かれる思い｡ブータンは他に例を見ないようなユニークな存在｡物質文明の行き詰まり､人間性の喪失､環境問題と鎖国状態。移民ということもほとんどなかった｡
ブータンの未来のドラマ；世界の人びとがいちばん求めているものは人間性､人間同士の連帯､本当の意味での幸福ではないか｡ 

夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所知多クリック内http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2010.12.17
国連加盟

1980年代　国際化を視野に入れて、全国の英語教育を徹底

1989年　民族衣装着用、国語ゾンカの習得使用推進と伝統文化の保護

立憲君主制へ移行

初の総選挙、議会制民主政治をスタート。新憲法発布。

外国人の観光旅行には公定料金制度が設けられている。⇒観光自由化による外貨を稼ぐ方向にはない。
ブータンが貨幣経済に重きを置かない理由（※GNH研究所代表　平山修一さんより）

自給自足

物々交換

貨幣経済

の順で生活のベースができている。

もう一つの要素が

仏教思想

1 寺院参拝

2 自宅の仏壇

とよく祈りを捧げる。

すべての命が縁起によって結ばれていて、幸福は循環するという考えが根底にある。

インターネット解禁
携帯電話の普及

幸福でいる智慧を見習うべき。

首都　ティンプーにて

· 男性は革靴で、綺麗に磨いている。

· 町に信号機がない。⇒おまわりさんが交通整理

· 民族衣装のゴとキラの手の込んだ織物が美しい。

· 一族から僧侶が出ることは最高の誉れ。

· 食事は唐辛子が効いている。

· 切手が有名－外貨獲得の手段

· 高級ホテルも建設された。

· 唯一無二の聖地－タクツァン僧院⇒外国人旅行者は許可証が必要

仏教伝来の地　パロ

· ヒマラヤの桃源郷

· 豊かな農村

· 砂曼荼羅
冬の首都　プナカ・ゾン

ブムタン

· 民泊

『旅』　2009.5.20号

特集　｢ブータンは世界でいちばん幸福な国｣より
